
3GIFT Living 第 1 回 地域連携推進会議 議事録 

 

1．会議概要 

事業所名： 3GIFT Living 
会議名： 3GIFT Living 第 1 回 地域連携推進会議 
⽇時： 2025 年 10 ⽉ 17 ⽇（⾦）10:30-11:30（会議 60 分） 
会場： 3GIFT Living（⼤分市⼤字鴛野 946-7） 

 

2．出席者 

（1）委員（各 1 名） 

 鴛野校区⾃治会⻑ 冨⽥信男 様 
 鴛野校区⺠⽣委員 ⾕岡広⽂ 様   
 利⽤者代表    ⻄平清志 様 
 利⽤者家族代表  ⻄平清利 様 

（2）事務局 

 代表取締役    ⼤島隆 
 施設⻑      ⼾⽥博司 
 サービス管理責任者  藤元美紀 
 主任       佐藤 敬介 

（3）欠席者 

 ⼤分市 障がい福祉課（都合により⽋席） 
 敷⼾北町⾃治会⻑ 様（都合により⽋席） 
 顧問  板倉永紀 様（都合により⽋席） 

 



3．議題 

1. 開会挨拶 
2. 会社・事業所概要、理念、今後の展望 
3. 地域連携推進会議の趣旨・法的背景、進め⽅ 
4. 出席者⾃⼰紹介 
5. 施設⾒学（構造・設備・運営ルール等） 
6. 利⽤者状況・⽀援体制、⽇課・余暇活動等の共有 
7. 地域連携（地域⾏事参加、災害時協⼒、交通安全、AED 周知 等） 
8. 次年度開催の⽅向性（会議・訪問の取り扱い） 

 

4．議事内容 

1）開会挨拶（代表取締役） 

 本会議は、株式会社システムコンサルタントが運営するグループホームとして初の取り組みで
ある。 

 初回のため模索しながらのスタートとなるが、地域の皆様から幅広く意⾒をいただきたい旨が
述べられた。 

2）会社・事業所概要、理念、今後の展望（代表取締役） 

 会社概要：株式会社システムコンサルタント（平成 26 年 1 ⽉設⽴）。 
 代表経歴：IT 系システムエンジニアを経て、特別養護⽼⼈ホームや障害者⽀援事業での勤務

経験（約 18〜20 年）を経て、平成 29 年に現事業を開始。 
 施設概要：⽇中⽀援型共同⽣活援助（障害のある⽅向けグループホーム）。令和 3 年に国と⼤

分市の助成を受け建設。 
 名称の由来：「3」＝Challenge／Change／Chance（3 つの C）、「Gift」＝贈り物／⽣まれ

持った才能・資質。 
 今後の展望：これまでコロナ禍等で地域との関わりが限定的であったため、今後は「開かれた

施設」として質の向上と地域との協働を進めたい。 

3）地域連携推進会議の趣旨・法的背景、進め方（管理者） 

 障害福祉制度は年々変化しており、孤⽴防⽌や開かれた環境づくりが求められている。 



 本会議はその⼀環として開催するものであり、令和 6 年度は努⼒義務、令和 7 年度から義務と
なるため、今後は概ね年 1 回以上の開催を予定。 

 会議内容として、情報共有・意⾒交換のほか、構成員による施設訪問（環境確認等）を⾏う趣
旨が説明された。 

 ⾒学時の観点（環境・利⽤者の様⼦・職員の関わり⽅等）について共有があった。 

4）出席者自己紹介 

 委員および事務局より⾃⼰紹介が⾏われた。 
 利⽤者家族代表より、施設の清潔感等について満⾜している旨の発⾔があった。 

5）施設見学・運営説明（管理者ほか） 

 建物構成（フロア構成、男⼥フロア等）や⾷事提供⽅法等について説明があった。 
 ショートステイ居室の案内および、居室は私的空間であり、本⼈不在時の無断⼊室を⾏わない

等、プライバシー配慮ルールが説明された。 
 共⽤設備（トイレ、スタッフステーション、浴室、洗濯室等）が案内された。 

6）利用者状況・支援体制、日課・余暇活動等の共有 

 利⽤者の平均障害⽀援区分、障害種別の内訳（重複含む）、年齢層等について説明があった。 
 看護師配置・夜勤体制を含むスタッフ体制（24 時間対応）について共有があった。 
 平⽇⽇中の通所、⼣⽅以降のケア・余暇、週末の外出等、⽣活リズムや季節⾏事の実施状況が

説明された。 
 利⽤者が地域と関わる機会を増やし、地域で⾒かけた際には気軽に声をかけてほしい旨の依頼

があった。 

7）地域連携に関する協議（地域行事・災害・交通安全・AED） 

（1）地域行事・交流 

 地域祭り、公⺠館⾏事、神社の祭り等の話題が挙がり、地域⾏事への参加意欲が⽰された。 
 事業所に回覧板が回ってこないため情報が得にくい状況が共有され、地域からの情報提供を求

めた。 

（2）災害時協力（特に水害） 

 ⽔害時に地域住⺠の⼀時的避難場所として建物（屋上含む）を提供できる旨が共有された（※
法的に指定された福祉避難所ではない）。 

 ⼀次避難所は近隣⼩学校であることを確認。 



 地震時の⽔道⼨断リスク等も話題となり、施設として⽕災・⽔害を想定した避難訓練を年 2 回
実施していることが共有された。 

（3）交通安全 

 周辺道路が狭い中で送迎⾞両の出⼊りが多い点について、地域側から危険経験が共有された。 
 施設側より今後⼀層の注意徹底を⾏う旨が⽰され、気づきや苦情があれば遠慮なく連絡してほ

しい旨が述べられた。 

（4）AED 周知 

 施設 1 階に AED を設置しており、24 時間スタッフ常駐のため夜間も利⽤可能であること、緊
急時は事前連絡不要（後⽇返却）等の運⽤が説明された。 

 地域住⺠への周知協⼒が依頼された。 

8）次年度開催の方向性 

 次年度は 9 ⽉〜11 ⽉頃の開催を⽬安とし、⽇程調整を⾏うことが確認された。 
 地域⾏事の情報提供：住⺠が参加可能な地域⾏事があれば、地域関係者より施設へ情報提供す

る。 
 ⽔害時避難場所の周知：⽔害の際、当施設を⼀時的な避難場所として利⽤可能であることを地

域内で周知する。（期⽇指定なし） 
 次年度会議の⽇程調整：参加者全員で、次年度会議（9 ⽉〜11 ⽉予定）の⽇程調整に協⼒す

る。 

9）閉会・食事会 

 会議終了後、昼⾷提供（⾷事体験） 
 会議後に実施した⾷事会にて、参加者から「味が良い」「量が⼗分」「メニューが豊富」等の

意⾒があり、⾷事提供内容について評価があった。 
 配布資料は会議後に回収する旨が共有された。 
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